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わが
を
語
る

市
海
女
と
琥
珀
と 

白
樺
の
ま
ち「
久
慈
」

　

久
慈
市
は
、
岩
手
県
北
東
部
の
三
陸

沿
岸
に
位
置
し
、
西
側
に
は
標
高

１
０
０
０
ｍ
以
上
の
山
嶺
を
有
す
る
北

上
高
地
の
北
端
部
を
、
東
側
に
は
太
平

洋
に
面
し
た
海
岸
段
丘
が
連
な
り
、
小

袖
海
岸
な
ど
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
代

表
的
な
景
勝
地
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
小
袖
海
岸
で
は
、「
北
限
の
海

女
」の
文
化
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

お
り
、
現
在
で
も
、
７
月
か
ら
９
月
の

間「
海
女
」
の
素
潜
り
漁
の
実
演
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
が
メ
イ
ン
ロ
ケ

地
と
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

『
あ
ま
ち
ゃ
ん
』の
放
映
に
よ
り
、
久
慈

市
の「
海
女
」
が
一
躍
全
国
区
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
慈
地
方
は
、
古
く
か
ら
知

ら
れ
る
国
内
最
大
級
の
琥
珀
の
産
地
で

も
あ
り
、
現
在
、
宝
飾
品
な
ど
の
加
工

に
使
わ
れ
て
い
る
琥
珀
の
中
で
は
久
慈

産
の
も
の
が
世
界
最
古
と
さ
れ
、
地
元

市
民
は
も
と
よ
り
、
本
市
を
訪
れ
る
観

光
客
に
も
古
代
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

平
庭
岳
の
中
腹
に
位
置
す
る
広
大
な

平
庭
高
原
に
は
、
国
道
２
８
１
号
沿
い

に
31
万
本
も
の
白
樺
が
群
生
し
て
お

り
、「
日
本
一
の
白
樺
美
林
」
と
し
て
、

四
季
折
々
の
魅
力
あ
る
美
し
さ
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
資
源
は
、
ま
ち
の

宝
で
あ
り
、
市
民
の
誇
り
で
も
あ
り

ま
す
。
人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
今
日

に
あ
っ
て
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て

次
の
世
代
に
誇
れ
る「
宝
」
を
残
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
28
年
に
策
定
し
た
第
二
次
総
合

計
画
で
は
、
市
民
会
議
や
市
民
満
足
度

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
市

民
と
一
体
と
な
っ
た
課
題
分
析
や
計
画

立
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
子
ど
も

た
ち
に
誇
れ
る 

笑
顔
日
本
一
の
ま
ち 

久
慈
」を
向
こ
う
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
目
指
す
将
来
像
と
定
め
、
各
種
施

策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

教
育
旅
行
を
基
盤
と
し
た 

ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組

　

本
市
は
、
平
成
18
年
に
旧
久
慈
市
と

旧
山
形
村
の
合
併
を
経
験
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
旧
山
形
村
に
あ
た
る
山
形

町
地
区
を
中
心
と
し
て
、
合
併
以
前
か

ら
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
を
活
用
し

た
、「
体
験
型
教
育
旅
行
」の
受
け
入
れ

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
を
存
分
に
活
用
し
た
各
種
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
感
受
性
や
社
会
観
を
養
い
、
机
上

の
知
識
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
へ
の

「
気
づ
き
」
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
合
併
後
は
、
従
来
の
農
山
村
中
心

の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に「
海
」
の
体
験
メ

ニ
ュ
ー
も
加
え
、
山
・
里
・
海
の
三
拍
子

揃
っ
た
自
然
体
験
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
で
は
年
間
約
６
０
０
０
人
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
う
し
た
教
育
旅
行
の
受
け

入
れ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
・
深
化
さ
せ
、

新
た
に「
久
慈
版
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
は
、
旅
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
健
康
へ
の「
気
づ

き
」
を
与
え
る
こ
と
で
す
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
健
康
を
目
的
と
し
た
本

市
へ
の
旅
を
提
供
し
、
市
民
・
交
流
客

の
健
康
に
対
す
る
関
心
へ
の
移
行
の

き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
は
、
官
民

一
体
と
な
っ
て「
久
慈
版
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
」
を
組
織
し
、
本
市

な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
商

品
化
に
向
け
て
は
、
ガ
イ
ド
養
成
、
情

報
発
信
、
人
材
育
成
、
環
境
整
備
な
ど

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は

豊
か
な
自
然
と「
交
流
」に
よ
る

地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て

久く

じ慈
市（
岩
手
県
）�
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た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
最
終
的
に

は
、「
市
民
の
健
康
増
進
」「
医
療
費
の

削
減
」「
新
産
業（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ビ
ジ
ネ

ス
）
の
創
出
」
を
目
指
す
と
と
も
に
、

「
交
流
人
口
の
拡
大
」に
よ
り
、
本
市
へ

の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
そ
し
て「
人
口

減
少
の
抑
制
」に
寄
与
す
る
こ
と
が
最

大
の
目
標
で
す
。

復
興
道
路
整
備
を
見
据
え
た 

「
広
域
道
の
駅
」の
整
備

　

平
成
23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
本
市
も
津
波
な
ど
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
、
震
災
か

ら
の
早
期
復
興
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て「
復
興
道
路
・

三
陸
沿
岸
道
路
」の
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
宮
城
県
仙
台
市
と
青

森
県
八
戸
市
の
間
を
結
ぶ
無
料
の
高
速

道
路
の
整
備
に
よ
り
、
旅
行
・
観
光
消

費
動
向
や
交
通
輸
送
体
系
は
大
き
く
変

化
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
当
地
域

で
は
、
広
域
４
市
町
村
が
一
体
と
な
り
、

三
陸
沿
岸
道
路
利
用
者
に
必
ず
立
ち

寄
っ
て
も
ら
い
、か
つ
既
存
の
道
の
駅
や

周
辺
市
町
村
の
観
光
地
へ「
ひ
と
」の
流

れ
を
つ
く
る
、「
広
域
道
の
駅
」の
整
備

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
補
助

金
を
必
要
と
し
な
い
、「
稼
げ
る
道
の

駅
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
自

然
溢
れ
る
久
慈
広
域
圏
の
魅
力
を
発
信

し
、
沿
岸
地
域
と
内
陸
地
域
の
交
流
を

は
ぐ
く
む
道
の
駅
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
者
の
地
元
定
着
と
市
民
の 

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画

　

地
方
創
生
に
は
、
若
者
の
地
元
定

着
・
活
躍
の
場
の
創
出
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
、

久
慈
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
若
者
を
中
心
と
し
た

就
業
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
、
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
の
推
進
に
よ
る
、
中
長

期
的
な
人
口
減
少
の
抑
制
を
図
る
た
め

の
施
策
を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
人
口
減
少
が
顕
著
な
郊
外
の
地

区
に
お
い
て
は
、
２
名
の
集
落
支
援
員

が
中
心
と
な
り
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
地
域
の
未
来

像
を
地
域
一
丸
と
な
っ
て
考
え
る「
ふ

る
さ
と
未
来
づ
く
り
事
業
」を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
市
民
自
ら

が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
機
会
を

数
多
く
提
供
し
、
市
民
と
の「
対
話
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
誇
れ
る
美
し
い
自
然
と
豊
か

な
山
・
里
・
海
の
幸
に
恵
ま
れ
た
こ
の
美

し
い
ふ
る
さ
と
を
守
り
、「
子
ど
も
た

ち
に
誇
れ
る 

笑
顔
日
本
一
の
ま
ち 

久

慈
」
の
実
現
に
向
け
て
、
久
慈
市
な
ら

で
は
の
地
方
創
生
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

素潜りで漁を行う「北限の海女」

◆ 

面
積　
　

６
２
３
・
50
㎢

◆ 

人
口　
　

３
万
５
７
９
４
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
５
６
２
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る 

笑

顔
日
本
一
の
ま
ち 

久
慈

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
岩
手
県
北
部
の
太
平
洋
岸

に
位
置
す
る
、
琥
珀
、
北
限
の
海
女
、
白
樺

美
林
な
ど
多
く
の
観
光
資
源
を
有
す
る
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
3
月
6
日
、
久

慈
市
、
山
形
村
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
琥
珀
、
小
久
慈
焼
、
短
角
牛
、

木
炭
、
ほ
う
れ
ん
草
、
鮭
、
い
か
、
ウ
ニ
、

山
ぶ
ど
う
、
ま
め
ぶ
汁

〔
観
光
〕
小
袖
海
岸
、
久
慈
平
庭
県
立
自
然

公
園
、
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
、
内
間
木
洞
、
久
慈

琥
珀
博
物
館
、
あ
ま
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
久
慈
秋
ま
つ
り
、
北
限
の
海

女
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
久
慈
み
な
と
・
さ
か

な
ま
つ
り
、
平
庭
高
原
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
平

庭
闘
牛
大
会

久慈市長

遠藤譲一

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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わが
を
語
る

市
歴
史
と
文
化
の
香
る
ま
ち

　

鹿
嶋
市
は
、
茨
城
県
東
南
部
に
位
置

し
、
東
は
雄
大
な
太
平
洋
に
、
西
は
静

か
な
水
辺
の
北
浦
に
臨
む
水
の
恵
み
豊

か
な
ま
ち
で
す
。
古
来
、
大
和
朝
廷
の

東
国
経
略
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
地
勢

を
占
め
、
常
陸
国
一
之
宮
・
鹿
島
神
宮

の
門
前
町
と
し
て
栄
え
、
発
達
し
て
き

ま
し
た
。
わ
が
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
鹿
島
神
宮
は
、
皇

紀
元
年（
紀
元
前

６
６
０
年
）
の
創さ
い
き祀

と
伝
え
ら
れ
、
東
国

三
社
の
一
つ
に
も
数

え
ら
れ
て
い
る
名
社

で
、
初
詣
に
は
、
毎

年
約
70
万
人
が
訪
れ

る
全
国
的
な
人
気
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。
祭
神
は
天
孫

降
臨
に
先
立
ち
国
譲
り
の
交
渉
を
し
た

と
い
わ
れ
る
武た
け
み
か
づ
ち
の
か
み

甕
槌
神
で
、
武
の
神
と

し
て
古
く
か
ら
皇
室
や
藤
原
氏
の
崇
敬

を
受
け
、
社
殿
・
楼
門
・
宝
物
類
の
奉
納

や
所
領
寄
進
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
80
以
上
も
あ
る
年
中
行
事
の
中
で

は
、
３
月
９
日
の
祭さ
い
と
う
さ
い

頭
祭
、
９
月
１
日

の
神じ
ん
こ
う
さ
い

幸
祭
、
12
年
に
一
度
午
年
ご
と
に

行
わ
れ
る
御み
ふ
ね
さ
い

船
祭
が
特
に
有
名
で
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、「
ス
ポ
ー
ツ

先
進
の
ま
ち
カ
シ
マ
」を
世
界
へ

　

本
市
は
、
剣
聖
・
塚
原
卜ぼ

く
で
ん伝
の
生
誕
の

地
と
し
て
、
古
く
か
ら
武
道
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の

市
民
ス
ポ
ー
ツ
も
盛
ん
な
ま
ち
で
す
。

　

ま
た
、
全
国
都
市
対
抗
野
球
大
会
に

は
、新
日
鐵
住
金
鹿
島
硬
式
野
球
部（
ブ

ル
ー
ウ
ィ
ン
グ
ス
）が
２
年
連
続
17
回

目
の
出
場
を
果
た
し
て
お
り
、
東
京

ド
ー
ム
へ
の
応
援
ツ
ア
ー
は
、
市
民
に

と
っ
て
夏
の
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、Ｊ
リ
ー
グ
屈
指
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
、
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
世
代
を
超
え
て

サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
が
多
く
、
全
国
の
強

豪
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
サ
ッ
カ
ー
大
会

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
０
１
６
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
鹿

島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
が
Ｊ
リ
ー
グ
と
天
皇

杯
の
２
冠
に
輝
き
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
ブ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
準
優
勝
と
い
う
偉
業

を
成
し
遂
げ
た
こ
と
で
、
全
世
界
に

「
カ
シ
マ
」
の
名
が
知
れ
渡
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
の
ネ
ー

ム
バ
リ
ュ
ー
を
生
か
し
た
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
な
ど「
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の

ま
ち
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
31
年
に
は
、

「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
」
の
サ
ッ

カ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０

の
サ
ッ
カ
ー
会
場
地
に
茨
城
カ
シ
マ
ス

タ
ジ
ア
ム
が
追
加
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
14
年
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
２
０
０
２
で
は
、
本
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
、
国
際
交
流
の

推
進
や
街
並
み
景
観
の
整
備
な
ど
、
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て
な
し
）が
大

変
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
が
、
改
め

て
、
国
体
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
、

本
市
の
未
来
に
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会

と
と
ら
え
、
市
民
や
関
係
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
着
実
な
準
備
の
下
、
大
会

を
成
功
に
導
い
て
い
く
と
と
も
に
、

「
ス
ポ
ー
ツ
先
進
の
ま
ち
カ
シ
マ
」
を

国
内
外
の
人
々
に
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

子
育
て
す
る
な
ら
鹿
嶋
市
で
！

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
を「
地
域
の
宝
」

と
考
え
、
将
来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
形
成
し
て
い
け
る
よ
う

子
ど
も
が
元
気　

香
る
歴
史
と

ス
ポ
ー
ツ
で
紡
ぐ
ま
ち　

鹿
嶋

鹿か

し

ま嶋
市（
茨
城
県
）�

 

鹿
嶋
市
長
　
錦に

し
き
お
り織

孝こ
う
い
ち一

2

寛永11年（1634年）、徳川頼房公が奉納したもので、日本三
大楼門の一つである楼門（鹿島神宮）
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“
子
育
て
す
る
な
ら
鹿
嶋
市
で
！
”
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
育
て
支
援
や
教
育

施
策
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
施
策
で
は
、
保
育
所
待
機
児

童
の
解
消
や
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

助
成
、
病
児
保
育
事
業
、
第
３
子
以
降

の
子
育
て
を
支
援
す
る
月
額
２
万
円
の

「
子
宝
手
当
」の
支
給
な
ど
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応

援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
施
策
で
は
、
小
学
生
か

ら
の
英
語
活
動
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
の
先
駆
的
推
進
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
専
科
教
員
の
配
置
、

学
校
図
書
館
へ
の
専
任
司
書
の
配
置
、

小
中
学
校
の
各
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
な
ど
、
市
独
自
施
策
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。　

な
お
、本
年
度
か
ら
は
、

子
育
て
世
代
の
移
住
・
定

住
を
推
進
す
る
た
め
、
45

歳
未
満
の
子
育
て
世
帯
等

を
対
象
と
し
た「
若
年
世

帯
定
住
促
進
助
成
事
業
」

や「
新
築
住
宅
に
対
す
る

固
定
資
産
税
の
減
免
制

度
」
な
ど
、
住
宅
取
得
に

か
か
る
支
援
制
度
を
創
設

し
ま
し
た
。

　

子
育
て
し
や
す
い
、
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る「
魅
力
的
な
ま

ち
」を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

未
来
を
創
る
活
力
あ
る 

ま
ち
づ
く
り

　

昭
和
30
年
代
後
半
に
始
ま
っ
た
世
紀

の
大
開
発
で
あ
る
鹿
島
開
発
に
よ
り
、

本
市
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
、
鹿
島
港

を
中
心
と
し
た
一
大
臨
海
工
業
地
帯
が

建
設
さ
れ
た
結
果
、
人
口
も
急
増
し
、

鉄
鋼
業
を
主
要
産
業
と
し
た
近
代
工
業

都
市
へ
と
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
ま
し

た
。
現
在
は
日
本
を
代
表
す
る
産
業
集

積
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
心

に
位
置
す
る
鹿
島
港
は
、
昭
和
44
年
の

開
港
以
来
、
工
業
港
と
し
て
原
材
料
や

製
品
の
海
上
輸
送
基
地
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。近
年
は
、東

関
東
自
動
車
道
の
開
通
な
ど
に
よ
り
、

利
便
性
が
向
上
し
、
取
扱
貨
物
量
は

６
０
０
０
万
ｔ
を
超
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
東
京
湾
岸
に
立
地
し
て
い
た

企
業
の
移
転
も
増
加
し
、
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
群
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
外
港
お
よ
び
北
公
共
埠
頭
の

整
備
促
進
や
、
港
湾
後
背
地
の
土
地
利

用
、
さ
ら
に
は
、
港
湾
物
流
機
能
強
化

の
た
め
の
幹
線
道
路
網
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
関
係
機
関
に
働
き
掛
け
る
な

ど
、
商
業
機
能
も
含
め
た
港
湾
機
能
の

よ
り
一
層
の
強
化
を
図
り
、
未
来
を
創つ
く

る
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

共
創
の
ま
ち
づ
く
り
で
豊
富
な

観
光
資
源
を
最
大
限
に
生
か
す

　

本
市
は
、
美
し
い
自
然
と
歴
史
的
伝

統
を
持
ち
な
が
ら
、
一
方
で
最
先
端
の

科
学
技
術
を
駆
使
し
た
工
業
都
市
と
し

て
、
ま
た
Ｊ
リ
ー
グ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
、
古
代
と

現
代
、
静（
歴
史
・
文
化
の
香
り
）と
動

（
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
躍
動
感
）
が
共
存

し
た
、
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

で
す
。
本
市
が
持
つ
豊
富
な
観
光
資
源

を
、
か
け
が
え
の
な
い
魅
力
と
し
て
最

大
限
に
生
か
し
な
が
ら
、
今
後
も
市

民
・
事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

共
に
創
り
あ
げ
る「
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
」に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東京オリンピックの開催会場「茨城カシマスタジアム」
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面
積　
　

１
０
６
・
02
㎢

◆ 

人
口　
　

６
万
７
７
３
６
人
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世
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２
万
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５
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
子
ど
も
が
元
気　

香
る
歴

史
と
ス
ポ
ー
ツ
で
紡
ぐ
ま
ち　

鹿
嶋

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
美
し
い
自
然
と
歴
史
的
伝

統
を
持
ち
な
が
ら
、
一
方
で
最
先
端
の
科
学

技
術
を
駆
使
し
た
工
業
都
市
と
し
て
、
ま
た

J
リ
ー
グ
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
と
し
て
、
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
７
年
９
月
１
日
、
鹿

島
町
、
大
野
村
が
合
併

〔
特
産
品
〕
鹿
嶋
灘
は
ま
ぐ
り
、
鹿
島
タ
コ
、

シ
ラ
ス
、
ヒ
ラ
メ
、
汐し

お
さ
い菜

キ
ャ
ベ
ツ
、
タ
カ

ミ
メ
ロ
ン

〔
観
光
〕
鹿
島
神
宮
、県
立
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー

ス
タ
ジ
ア
ム
、
塚
原
卜
伝
の
銅
像
、
塚
原
卜

伝
の
墓
、
大
野
潮
騒
は
ま
な
す
公
園
、
鹿
島

城
山
公
園
、
下
津
・
平
井
海
水
浴
場

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
鹿
嶋
ま
つ
り
、
鹿
嶋
市
花
火
大

会
、K

A
S

H
IM

A

光
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

鹿
島
灘
は
ま
ぐ
り
祭
り
、か
し
ま
ビ
ー
チ
サ
ッ

カ
ー
大
会
、
鹿
嶋
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
、
鹿
嶋
市
駅
伝
大
会
、
か
し
ま
桜
ま
つ
り

鹿嶋市長

錦織孝一

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

水戸市

鹿嶋市
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わが
を
語
る

市
産
業
が
盛
ん
な
ま
ち

　

加
東
市
は
、
美
し
い
自
然
、
豊
か
な

文
化
、
温
か
な
人
々
を
誇
る
ま
ち
で

す
。
２
つ
の
中
国
自
動
車
道
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
、
縦
横
断
す
る
国
道
１
７
５

号
・
３
７
２
号
な
ど
に
よ
る
交
通
の
便

か
ら
、
産
業
が
非
常
に
盛
ん
で
、
市
内

４
つ
の
工
業
団
地
に
は
58
社
が
進
出

し
、
活
力
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
特
産
品
に
は
、
酒
米
の
王
者
・

山
田
錦
の
ほ
か
、
全
国
９
割
の
生
産
量

を
誇
る
釣
り
針
、
鯉
の
ぼ
り
や
ひ
な
人

形
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
伝

統
の
技
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

山
田
錦
の
ふ
る
さ
と

　

多
く
の
日
本
酒
フ
ァ
ン
、
そ
し
て
、

多
く
の
酒
造
会
社
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

山
田
錦
。
山
田
錦
は
、
旧
滝
野
町
出
身

の
研
究
者
が
、
旧
社
町
の
酒
米
試
験
地

で
研
究
を
進
め
て
作
り
上
げ
た
酒
米
で

あ
る
こ
と
、
旧
東
条
町
を
中
心
と
し
た

地
域
が
山
田
錦
栽
培
の
好
適
地（
特
Ａ

地
区
）に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

加
東
市
は
、
山
田
錦
誕
生
の
地
、
山
田

錦
の
ふ
る
さ
と
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
山
田
錦
、
ひ
い
て
は
日

本
酒
の
消
費
拡
大
の
た
め
に
、
日
本
酒

に
よ
る
乾
杯
を
推
進
す
る
条
例
を
制
定

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
美
し
い
田
園
風

景
と
、
米
づ
く
り
に
励
む
人
々
を
思
い

描
き
な
が
ら
、
日
本
酒
で
の
乾
杯
、
ま

た
、
日
本
酒
の
消
費
拡
大
に
ご
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

住
み
よ
い
ま
ち
加
東

　

ま
ち
の
歴
史
や
伝
統
、
自
然
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
快
適
な
住
環
境
整
備
と

産
業
基
盤
充
実
を
進
め
る
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、『
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７（
㈱
東

洋
経
済
新
報
社
）
』
で
は
、
総
合
順
位

全
国
54
位（
兵
庫
県
内
２
位
）、
快
適
度

全
国
14
位（
県
内
首
位
）
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。
快
適
度
は
、
生
活
に
欠
か
せ

な
い
公
園
や
下
水
道
と
い
っ
た
公
共
施

設
の
整
備
状
況
や
、
新
し
い
住
宅
、
新

し
い
住
人
が
増
え
て
い
る
か
ど
う
か
が

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
ち

の「
住
み
よ
さ
」と「
発
展
」に
欠
か
せ

な
い
要
素
で
あ
り
、
ま
ち
の
将
来
性
を

示
す
指
標
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
現

在
も
な
お
、
こ
う
し
た
評
価
が
高
ま
る

よ
う
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

加
東
市
は
安
全
第
一
！

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
一

番
注
力
し
て
い
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も

市
民
の
安
全
と
安
心
で
す
。
本
市
で

は
、
い
つ
か
き
っ
と
発
生
す
る
ゲ
リ
ラ

豪
雨
や
地
震
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

よ
る
被
害
を
最
小
限
に
留
め
ら
れ
る
よ

う
、
常
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
、
ま
ず
必
要
に
な
る
の

が
飲
料
水
で
す
。
厚
生
労
働
省
が「
水

道
の
耐
震
化
計
画
策
定
指
針
」に
定
め

る
、
１
人
１
日
当
た
り
３
リ
ッ
ト
ル
×

３
日
分
の
飲
料
水
を
、
約
４
万
人
の
市

民
全
員
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
地
震
発

生
時
に
水
が
流
れ
出
さ
な
い
よ
う
に
弁

が
作
動
す
る
緊
急
遮
断
弁
付
き
配
水
池

と
飲
料
水
用
貯
水
タ
ン
ク
の
整
備
を
完

了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
避
難
所
へ
と
避
難
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
の
設

こ
の
ま
ち
に
暮
ら
す
人
々
に
、

何
よ
り
も
安
全
を 加か

と

う東
市（
兵
庫
県
）�

 

加
東
市
長
　
安や

す

だ田
正ま

さ
よ
し義

3

市庁舎近くの公園地下にある飲料水用貯水タンク
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備
の
充
実
に
も
重
点
的
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

災
害
時
に
命
を
守
る
上
で
、
非
常
に

有
用
で
あ
る
も
の
。そ
れ
は
、情
報
で
す
。

　

現
代
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
普
及
で
、
最
新
の

情
報
を
容
易
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ら

の
機
器
は
電
力
な
く
し
て
は
役
に
立
ち

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、本
市
で
は
、個
別
供
給
で
き

る
こ
と
や
、
運
搬
が
容
易
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
災
害
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
着
目
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
よ
る

発
電
機
を
、
市
内
の
指
定
避
難
所
37
カ

所
す
べ
て
に
設
置
し
て
、
避
難
所
で
情

報
端
末
な
ど
の
電
子
機
器
を
即
座
に
使

用
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
協
力
体
制

　

大
災
害
に
は
、
単
独
の
自
治
体
の
力

だ
け
で
は
立
ち
向
か
え
な
い
場
面
も
多

く
あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
災
害
に
備

え
て
、
官
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の

協
定
締
結
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
で
の
生
活
に
お
い
て
、
少
し

で
も
よ
い
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り
を
提
供

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
内
に
あ
る
段

ボ
ー
ル
工
場
と
協
定
を
締
結
。
ま
た
、

被
災
さ
れ
た
方
の
心
の
ケ
ア
も
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協

会
と
の
間
で
、
災
害
救
助
犬
・
セ
ラ

ピ
ー
犬
の
派
遣
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
災
害
復
旧
の
面
で
は
、

市
民
生
活
の
早
期
回
復
・
安
定
の
た
め
、

下
水
道
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て
、
日
本

下
水
道
管
路
管
理
業
協
会
と
支
援
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
同
士
で
の
協
定
で
は
、
忠
臣

蔵
に
ゆ
か
り
の
あ
る
自
治
体
間
で
締
結

し
た
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
に
加
盟

し
て
い
る
ほ
か
、加
東
市
の
特
産
品
・
日

本
茶
の
産
地
同
士
と
い
う
縁
で
、
平
成

29
年
７
月
、
京
都
府
宇
治
田
原
町
と
の

間
で
災
害
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
災
害
に
立
ち
向
か
う
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
協
力
体
制

を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、 

安
全
と
安
心
を
第
一
に

　

加
東
の
ま
ち
に
は
、
観
光
・
文
化
・
暮

ら
し
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
語
り
つ
く
せ
な

い
ほ
ど
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ど
ん
な
魅
力
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
ま
ず
、
ま
ち
に
暮
ら
す
人
々
、
ま

ち
を
訪
れ
る
人
々
の
安
全
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
魅
力
を
真
に
味
わ
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
そ
う
し
た
考

え
か
ら
、
本
市
の
根
幹
で
あ
る
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
も
、市
民
の
安

全
と
安
心
を
第
一
に
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

官民各機関との災害応援協定締結（写真左は宇治田原町長）

◆ 

面
積　
　

１
５
７
・
55
㎢

◆ 

人
口　
　

４
万
３
５
６
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
６
３
２
４
世
帯

〔
基
本
理
念
〕
美
し
い
自
然
・
豊
か
な
文
化
・

あ
た
た
か
な
人
々
を
誇
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
●
図
書
館
・
図
書
の
貸
出

密
度
（
１
年
間
の
個
人
貸
出
点
数
÷
人
口
）

が
11
年
連
続
日
本
一
（
人
口
４
万
人
以
下
の

自
治
体
の
部
な
ど
）

●
市
民
１
人
当
た
り
の
家
庭
ご
み
の
少
な
さ

が
５
年
連
続
県
内
１
位

●
合
併
時
の
人
口
は
４
万
１
７
７
人
。
人
口

減
の
時
代
と
言
わ
れ
る
今
も
、
微
増
が
続
く

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
３
月
20
日
、
加

東
郡
の
社
町
・
滝
野
町
・
東
条
町
が
対
等
合

併
し
て
誕
生

〔
特
産
品
〕
山
田
錦
、
桃
、
茶
、
釣
り
針
、

ひ
な
人
形
、
鯉
の
ぼ
り
な
ど

〔
観
光
〕
16
の
ゴ
ル
フ
場
（
19
コ
ー
ス
）、
国

宝
朝
光
寺
（
本
堂
）、
西
国
第
二
十
五
番
霊

場
御
嶽
山
、
播
州
清
水
寺
、
太
平
記
の
ふ
る

さ
と
五
峰
山
光
明
寺
、
日
本
一
早
い
鮎
漁
解

禁
・
闘
竜
灘
、
平
池
公
園
（
大
賀
ハ
ス
）、

東
条
湖
、
東
条
湖
お
も
ち
ゃ
王
国

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
国
指
定
重
文
・
上
鴨
川
住
吉

神
社
神
事
舞
、
県
指
定
重
文
・
秋
津
百
石
踊
、

県
指
定
重
文
・
朝
光
寺
鬼
追
踊
、
花
ま
つ
り
・

鮎
ま
つ
り
、
加
東
市
花
火
大
会
、
加
東
市
夏

の
お
ど
り
、
加
東
市
山
田
錦
乾
杯
ま
つ
り

加東市長

安田正義

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

神戸市

加東市
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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

徳
島
市
は
、
徳
島
県
の
東
部
に
位
置

し
、
吉
野
川
と
そ
の
支
流
が
つ
く
り
育

て
た
三
角
州
に
発
達
し
た
人
口
約
26
万

人
の
県
都
で
す
。

　

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
環
境
や
温
暖
な

気
候
と
い
っ
た
豊
か
な
自
然
、
世
界
に

誇
る「
阿
波
お
ど
り
」や「
阿
波
人
形
浄

瑠
璃
」「
四
国
遍
路
」な
ど
の
個
性
的
な

文
化
、「
藍
染
・
阿
波
し
じ
ら
」「
木
工
製

品
」を
は
じ
め
と
し
た
特
色
あ
る
伝
統

産
業
な
ど
の
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
都

市
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
中
心
に
鎮
座
す
る「
眉
山
」

は
、
ど
の
方
面
か
ら
眺
め
て
も「
眉
」

の
ご
と
く
な
だ
ら
か
な
稜
線
が
特
徴
の

美
し
い
山
で
、
中
心
部
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
徳
島
神
戸
鳴
門
ル
ー
ト
と
四

国
縦
貫
・
横
断
道
の
結
節
点
と
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
高
度
情
報
化

社
会
に
対
応
し
た
都
市
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

川
が
は
ぐ
く
ん
だ 

「
水
都
と
く
し
ま
」

　

本
市
を
育
て
て
き
た
も
の
と
し
て
、

四
国
一
の
大
河
・
吉
野
川
を
は
じ
め
、

大
小
１
３
８
の
川
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

豊
穣
で
清
ら
か
な
流
れ
は
、
本
市
に
暮

ら
す
人
々
に「
郷
土
愛
」や「
癒
や
し
」

を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
古
く
は
江

戸
時
代
、
吉
野
川
流
域
で「
藍
」
の
栽

培
が
盛
ん
に
な
り
、“
す
く
も
”と
い
う

藍
染
め
染
料
に
加
工
さ
れ
、
そ
の
出
荷

や
物
資
の
運
搬
に
川
を
利
用
し
て
全
国

に
出
荷
さ
れ
る
な
ど
、
川
が
は
ぐ
く
ん

で
き
た
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　
「
水
都
と
く
し
ま
」の
象
徴
的
な
存
在

で
あ
る
中
心
部
の
中
洲
、
そ
の
形
か
ら

「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」と
呼
ば
れ
、
遊
歩
道

や
公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
毎

月
最
終
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
川
沿
い

の
パ
ラ
ソ
ル
産
直
市「
と
く
し
ま
マ
ル

シ
ェ
」
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
生
産
者
が

自
慢
の
逸
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
ょ
う
た
ん
島
の
周
囲
を
巡

る「
ひ
ょ
う
た
ん
島
周
遊
船
」が
毎
日
運

航
し
、
眉
山
を
は
じ
め
四
季
折
々
の
風

景
を
、
水
上
か
ら
眺
め
な
が
ら
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
ひ
ょ
う
た
ん
島
」に
架
か
る

橋
に
は
、
本
市
の
地
域
資
源
で
あ
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
光
を
活
用
し
た「
常
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ア
ー
ト
作
品
」が
設
置
さ
れ
、水
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
つ
な
ぐ
」「
ま
も
る
」「
お
ど
る
」

ま
ち
・
と
く
し
ま

　

本
市
は
、
今
後
10
年
間
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
徳
島
市
ま

ち
づ
く
り
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、
本
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
「
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
」で
は
、
将
来
像
を

「
笑
顔
み
ち
る
水
都　

と
く
し
ま
」
と

掲
げ
、
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
進
む

べ
き
方
向
性
と
し
て
３
つ
の
基
本
目
標

を
定
め
、
未
来
に
笑
顔
を「
つ
な
ぐ
」、

市
民
の
笑
顔
を「
ま
も
る
」、
そ
し
て
活

力
あ
る
笑
顔
が「
お
ど
る
」
ま
ち
づ
く

り
に
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「『
つ
な
ぐ
』ま
ち
・
と
く
し
ま
」で
は
―

　

大
学
な
ど
が
集
中
す
る
県
内
の
教
育

の
拠
点
で
あ
る
こ
と
や
、
の
び
の
び
と

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
生
か
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
笑
顔
み
ち
る
水
都　

と
く
し
ま
」

〜 「
笑
顔
倍
増
」を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

徳と
く
し
ま島
市（
徳
島
県
）�

 

徳
島
市
長
　
遠え

ん
ど
う藤

彰あ
き
よ
し良

4

水上から四季折々の風景を楽しむことができる「ひょうたん島
周遊船」
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安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
本

年
４
月
か
ら
、「
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
を
中
学
校
終
了
ま
で
拡
大
」す
る
と

と
も
に
、
乳
幼
児
を
抱
え
る
子
育
て
家

庭
が
気
軽
に
外
出
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
授
乳
室
や
お
む
つ
替
え
ス

ペ
ー
ス
を
無
料
利
用
で
き
る
施
設
な
ど

を
認
定
登
録
し
た「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

特
設
サ
イ
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「『
ま
も
る
』ま
ち
・
と
く
し
ま
」で
は
―

　

今
後
30
年
以
内
に
70
％
程
度
の
確
率

で
発
生
す
る
と
、ま
さ
に
切
迫
し
て
い
る

状
況
に
あ
る「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」に
備

え
た
取
り
組
み
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

　

臨
海
部
の
高
速
道
路
の
盛
土
法
面
を

活
用
し
た「
津
波
避
難
施
設
」
を
計
画

的
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
民
間
建
築

物
の「
耐
震
診
断
費
用
や
耐
震
改
修
費

用
」
を
支
援
し
、
大
規
模
自
然
災
害
な

ど
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

「『
お
ど
る
』ま
ち
・
と
く
し
ま
」で
は
―

　

豊
か
な
水
環
境
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
産
業
の
先

進
地
と
し
て
の
特
徴
を
生
か
し
、
多
彩

で
に
ぎ
や
か
な
、
ま
ち
全
体
が
お
ど
っ

て
い
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
に「
藍
色
」

が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
、
徳

島
県
や
阿
波
藍
の
製
品
開
発
に
取
り
組

む
団
体
な
ど
と
連
携
し
た「
オ
ー
ル
徳

島
」体
制
を
築
き
、「
藍（
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ル
ー
）
と
言
え
ば
徳
島
！
」
を
国
内
外

に
戦
略
的
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
徳
島
東
部
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観

光
地
域
づ
く
り
法
人
）の
立
ち
上
げ
や
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
を
融
合
し

た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト「
と
く
し
ま
Ｌ
Ｅ

Ｄ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
、
徳
島
県
と
連
携
し
て
平
成
30

年
２
月
に
開
催
し
、
徳
島
の
新
た
な

「
冬
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
」
に
成
長
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」

ま
ち
づ
く
り

　

今
後
も
、「
水
都
」を
は
じ
め
本
市
の

魅
力
に
一
層
磨
き
を
か
け
、
地
方
創
生

に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
す
る
と
と

も
に
、
徳
島
県
と
の
協
調
や
周
辺
自
治

体
と
の
連
携
強
化
に
努
め
、「
県
都
と

く
し
ま
」
を
再
生
す
る
こ
と
で
、
市
民

の
誰
も
が「
笑
顔
倍
増
を
実
感
で
き
る
」

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
盛
り
込
ん
だ

施
策
を
着
実
に
具
現
化
し
、
多
く
の

人
々
に「
そ
こ
に
住
み
た
い
、
住
み
続

け
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る「
市
民

満
足
度
の
高
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
渾
身
の
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

４００年を超える歴史を持つ「世界に誇る伝統文化“阿波おどり”」

◆ 

面
積　
　

１
９
１
・
39
㎢

◆ 

人
口　
　

25
万
５
５
１
３
人

◆ 

世
帯
数　

11
万
８
７
２
０
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕「
笑
顔
み
ち
る
水
都　

と
く

し
ま
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕「
水
の
郷
１
０
０
選
」
に
選

ば
れ
た
「
水
の
都
」、
日
本
を
代
表
す
る
夏

祭
り
「
阿
波
お
ど
り
」
で
有
名
な
ま
ち
、
日

本
遺
産
「
四
国
遍
路
」
の
５
ケ
所
札
所
が
存

在
し
て
い
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
藍
染
、
阿
波
し
じ
ら
織
り
、
木

工
製
品
、
す
だ
ち
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
阿
波

牛
、
ハ
モ
、
渭
東
ね
ぎ
、
な
る
と
金
時
、
生

し
い
た
け

〔
観
光
〕
阿
波
お
ど
り
会
館
、徳
島
城
博
物
館
、

ひ
ょ
う
た
ん
島
周
遊
船
、
と
く
し
ま
動
物
園

（
と
く
し
ま
植
物
園
）、
眉
山
＆
眉
山
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
、新
町
川
水
際
公
園
・
し
ん
ま
ち
ボ
ー

ド
ウ
ォ
ー
ク
、
と
く
し
ま
マ
ル
シ
ェ

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
は
な
・
は
る
・
フ
ェ
ス
タ
（
４

月
）、弁
天
山（
日
本
一
低
い
山
）山
開
き（
６

月
）、
吉
野
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
７
月
）、

阿
波
お
ど
り
（
８
月
12
日
〜
15
日
）、
徳
島

Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
２
月
）、
と
く
し
ま
マ
ラ
ソ
ン
（
３
月
）、

マ
チ
★
ア
ソ
ビ
（
春
、
秋
）

徳島市長

遠藤彰良

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

徳島市


